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■農村振興事例集　目次（北海道）

年月 振興局 タイトル 市町村 主な作物 頁

R8.3
空知東部耕地
出張所

基盤整備を契機としたスマート農業の加速化による一層の省力化 美唄市 水稲、小麦、大豆　等 1

R8.3
空知南部耕地
出張所

基盤整備を契機に水稲を中心とした大規模経営により、若手農業者が増
加

南幌町 水稲、小麦、大豆　等 2

R8.3
空知北部耕地
出張所

大区画化等による省力化とトマト栽培を契機としたまちづくり構想 沼田町 水稲、そば、加工用トマト　等 3

R8.3 石狩
基盤整備と先進技術の導入による高収益作物の作付拡大及び農家所得
の増加

新篠津村 水稲、小麦、大豆、たまねぎ　等 4

R8.3 後志 基幹水利施設の長寿命化事業が地域のブランド米を支える 仁木町 水稲、トマト、パプリカ、そば　等 5

R7.3 胆振 高収益作物の生産拡大とクリーン農業による確かな品質 豊浦町
小麦、てん菜、かぼちゃ、馬鈴
しょ、いちご　等 6

R8.3 日高 北海道の夏がくれた、小さな赤い宝石「夏いちご」。浦河町から全国へ 浦河町
水稲、いちご、アスパラガス、牧
草　等 7

R8.3 渡島 地域の水稲直播栽培の生産拡大を支える「水田の大区画化」 北斗市・七飯町 水稲、トマト、長ねぎ　等 8

R7.3 檜山 ブランド力向上（大豆）・スマート農業の推進 江差町
水稲、大豆、かぼちゃ、馬鈴
しょ、ブロッコリー　等 9

R7.3
上川中部
整備室

基盤整備をきっかけとしてゲストハウスを開業 鷹栖町 水稲、小麦、大豆　等 10

R7.3
上川北部耕地
出張所

排水性改善による「そば」の作付面積・収穫量日本一とブランド化 幌加内町 水稲、そば、牧草　等 11

R8.3
上川南部耕地
出張所

基盤整備を契機とした担い手の確保～子供たちの笑顔あふれる農村～ 上富良野町 水稲、小麦、豆類、馬鈴しょ　等 12

R7.3 留萌 大規模地震・大雨災害に備えて、ため池整備で地域を守る 苫前町
水稲、メロン、スイートコーン、ミ
ニトマト、かぼちゃ　等 13

R7.3 宗谷 基盤整備を契機とした生産性向上による酪農経営の安定化 豊富町 牧草　等 14



年月 振興局 タイトル 市町村 主な作物 頁

R8.3
オホーツク東
部耕地出張所

畑地かんがい施設の整備による「たまねぎ」の安定生産 美幌町
たまねぎ、にんじん、馬鈴しょ、
小麦、アスパラガス　等 15

R7.3
オホーツク中
部耕地出張所

開拓時代を支えた「ところピンクにんにく」の生産開始 北見市
小麦、てん菜、馬鈴しょ、たまね
ぎ、小豆　等 16

R7.3
オホーツク西
部耕地出張所

自分達の作ったものを消費地に届ける　～「モノづくりおこっぺ」の酪農経
営

興部町 牧草　等 17

R8.3
十勝南部耕地
出張所

私たちは全力でスイートコーンを推します！ 芽室町
小麦、馬鈴しょ、てん菜、大豆、
ながいも、たまねぎ、スイート
コーン　等

18

R8.3
十勝北部耕地
出張所

「日本一の豆の町」での農業経営基盤強化の取り組み 本別町
小麦、豆類、馬鈴しょ、てん菜
等 19

R8.3
十勝東部耕地
出張所

世界トップレベルのスマート農業の導入と地域ブランドによる生産拡大 更別村
小麦、てん菜、馬鈴しょ、豆類
等 20

R7.3 釧路 生産性の向上と経営の多角化による酪農経営の安定化 弟子屈町 牧草、デントコーン　等 21

R8.3 根室 耐震化による営農用水の安定供給 中標津町 牧草、デントコーン　等 22



生

産

現

場

（Ｒ２年～）

基盤整備

【北海道美唄市】

【生産者の声】

【取組地域の概要】

担

い

手

基

盤

○位置
北海道 美唄市

○主要作物
・水稲、小麦、大豆 等

○主な支援施策
・道営農地整備事業

農地の大区画化等

後継者の確保

スマート農業の加速化 農作業労働時間の削減

北海道

豊葦第１地区 他

○ICT施工による３次元データを活用し、ドローン
による播種やＧＰＳ搭載トラクターの導入など、
スマート農業を加速化。
○JAみねのぶがRTK基地局を１箇所設置（令和
６年度） し、地域ではGPSトラクター２台導入。

R６新規就農された高田さん

スマート農業機械を導
入し、慣れない作業も
スムーズに行うことが
出来ました。

基盤整備を契機としたスマート農業の加速化による一層の省力化

○大区画化（標準区画 40a→1.5ha）や排水対策により、生産性を
向上し、スマート農業の導入により一層の省力化を実現。

○ICT活用工事データの営農への活用など、スマート農業
技術の活用促進により一層の省力化が推進。

○経営の効率化等により、近年、Uターン新規就
農者を確保。
○美唄市が新規就農者支援講習の実施。
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農作業稼働時間の比較

耕起 代掻き 田植え 収穫

193時間/ha

【出典：受益者聞き取り】

【整備前】

排水不良のほ場

ドローン播種 ＧＰＳ搭載トラクター

整備後ほ場

米の生産コストの削減

31％減 134時間/ha

○水稲生産の省力化を通じて、目標とする9,500円／60kg
以下を達成。

○ほ場は、小区画で排水不良
であるため、効率的な営農に
支障をきたしている。
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新規就農者の推移

【出典：統計資料を基に算出（整備前）、聴取調査結果（整備後）】

びばいし

とよあしだい



（H3年～）

基盤整備

【北海道南幌町】

【生産者の声】

【取組地域の概要】

地
域
の
取
組

基

盤

生

産

現

場

○位置
北海道 南幌町

○主要作物
・ 水稲、小麦、大豆 等

○主な支援施策
・道営農地整備事業

・スマート農業推進事業

・子育て支援米支給事業

・新規就農者支援住宅貸付事業

・担い手育成対策奨励金

農地の大区画化、排水整備により大規模経営が可能に

人口増加率全国１位のまちで農業の魅力を発信

スマート農業の推進、法人による大規模化
魅力ある農業で若手農業者が増加

北海道

西幌地区 他

【整備前】

担

い
手

大規模法人への雇用就農の増加

（有）ほなみの皆さん

大区画ほ場で乾田直播やスマート農業に
取り組み、246haを耕作しています。

基盤整備を契機に水稲を中心とした大規模経営により、若手農業者が増加

○町の発展と農業のカッコよさを伝えるため町内の
20～30才代の農家、役場職員、会社員などで結
成したチーム「農猿（のうえん）」が、軽トラックを
利用した収穫体験を
保育園で実施。
○町は『子育て支援米』
として、中学生までの
子供がいる世帯に毎
年お米を支給。

○大区画化等の整備で、大規模経営が可能となり、水稲
を主体とした安定した経営が実現。
○ICTを用いた栽培技術の「見える化」を推進したことで、
非農家からの雇用就農が増加。
○農業の魅力が発信され、若手就農
者が増加し、平均年齢は５７才

○衛星画像を用いたAI分析や可変施肥、ロボット
トラクター、ドローン、自動給水栓などスマート
農業を実践し、省力化及びデータ化を推進。
○乾田直播を進めるほか、水稲の中干し期間の
延長によるJクレジットを導入。
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○降雪期にキノコ栽培を実施する
など大規模法人による通年での
採用により雇用就農が増加。
○町は、新規就農者へ住宅支援の
実施や奨励金を交付することで
雇用就農等を支援。

○排水不良・小区画により、
収穫作業に支障

【整備後】３ｈａ、８枚
0.4ｈａ、66枚

農猿のメンバー

ＵＡＶによる防除作業
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なんぽろちょう

にしほろ



大規模法人経営のYさん

自動操舵システム

（S42年～現在）

基盤整備

【北海道沼田町】

【生産者の声】

【取組地域の概要】

基

盤

生

産

現

場
○位置
北海道 沼田町

○主要作物
・ 水稲、そば、加工用トマト 等

○主な支援施策

ほ場の大区画化等により効率化

基盤整備を契機とした高収益作物導入

北海道

中部西地区 他

【整備前】
○狭小な区画や排水不良により農業
生産性の低下が課題

・ 道営農地整備事業
・ 道営中山間地域等総合整備事業
・ 道営水利施設等保全高度化事業
・ 園芸ハウス更新・増棟支援事業
・ 法人設立経費支援事業

担

い
手

新規就農に向けた支援

大区画化により、作業時間が大幅
に減りました。
創出された時間で、町特産の加工
用トマトの生産を行っています。

大区画化等による省力化とトマト栽培を契機としたまちづくり構想

○省力化により創出された作業時間により、畑
作物（加工用トマトなど）の作付けが増加

○「地域おこし協力隊」の制度を活用し、新規就農を
見据えた農業支援員の確保
○新規就農希望者を対象とした、就農支援実習農場
を開設（Ｒ７新規就農者 地域おこし１名、就農支援
１名）

○現況50a程度の区画を1ha以上に大区画するとともに、ほ
場の排水性を改善することで農作業の効率化が図られ、
転作作物の作付けが増加

地
域
の
取
組

加工用トマトによるまちづくり構想

○日本一の加工用ト
マト生産量のまちを
目指すとともに、
町内資源を活用し
持続可能で、豊かな
地域となるよう
「NUMATA TOMATO 
TOWN構想」を作成、
町全体で取組む

ちゅうぶにし

生

産

現

場

交流人口の増大

標準1.3ha

○「食」に関するイベ
ントを開催したこと
により、交流人口
（観光入込客数）が
増加

現況0.3～0.5ha

ぬまたちょう



新篠津村ICT農業研究会代表のT氏
（指導農業士）

（H29年～R5年）

基盤整備

【北海道新篠津村】

【生産者の声】

【取組地域の概要】

地
域
の
取
組

基

盤

生

産

現

場

○位置
北海道 新篠津村

○主要作物
・水稲、小麦、大豆、たまねぎ 等
○主な支援施策
・道営農地整備事業

基盤整備による水田の大区画化及び汎用化

高収益作物の作付拡大及び農家所得の増加

北海道

新湧２地区

【整備前】 現況区画

○大区画化及び暗渠排水（地下かんがい）の整備により、水稲直播の取組や
タマネギなど高収益作物の作付拡大が進められるとともに、自動操舵付き
田植え機や農業用ドローンの能力を十分発揮したスマート農業を推進

担

い
手

担い手育成や生産性向上への継続的な活動

○新篠津村農業振興センターでの新規就農者
（R7,5人）を対象とした農業塾の開講
○新篠津村ICT農業研究会や直播研究会による
勉強会（年２回程度）・実演会（年１回）の開催

基盤整備と先進技術の導入による高収益作物の作付拡大及び農家所得の増加

先進的で持続的な農業生産・活動

○地元産の採れたて野菜、地
元原料にこだわった日本酒、
味噌、豆腐などを産直市場
で販売

○2011年に発足した新篠津村
ICT農業研究会（入会率
94%）の活動成果により
自動操舵付き田植え機で
作業負担と精神的負担の
軽減

地元食材の活用とICT化の推進

保管状況

2枚
平均 1.0ha

4枚
平均 0.5ha

自動操舵付き田植え機

経営面積５４ha(水稲、小麦、大豆、子実用とうもろこし)

○自動操舵付き田植え機や農業用
ドローンを利用した作業の効率化

○グローバルGAP認証取得（米）による
ブランド差別化に伴う持続的生産活動

○水稲の中干し期間延長に取り組み、温
室効果ガス排出量を6500トン削減
（J-クレジット登録） 農業用ドローン

(除草剤散布状況)

大区画化や暗渠
排水により適期作
業が可能となり、
圃場管理効率が
上がりました。
また、自動操舵付
き田植え機や農業
用ドローンにより、
労務時間・疲労感
の軽減や人員削
減ができ、他の作
業に対応する時間
が増えました。

タマネギの導入 排水不良のほ場

し ん し の つ む ら

○基盤整備や先進技術の導入により作業効率が向
上し、高収益作物導入・作付け面積増となり、
平均農家所得が11％増加

（出典 JA新しのつ）

○暗渠排水によりほ場の排水性が改善、高収益作
物のタマネギの作付拡大が可能となり面積が
18％増加

（出典JA新しのつ）

しんゆう



○自主流通米を販売している会社の協力で
銀山米研究会を立ち上げブランド化「銀山
産ゆめぴりか（銀山米）」の契機となった。
銀山米研究会では、米の品質を向上させ
るため年５回程度の研修会を開催。

○「銀山米」がＡＮＡの国際線ビジネスクラス
（日本発 欧米路線）の機内食に採用された。
○札幌市内の飲食店へブランド米（最高級
米特Aランク)としてPRしている。
○仁木町では、ふるさと納税返礼品として
銀山米を取り扱っている。

【北海道仁木町】

【取組地域の概要】

地

域

の

取

組

基

盤

生

産

現

場
○位置
北海道 仁木町

○主要作物

・水稲、トマト、パプリカ、そば等

○主な支援施策

・道営水利施設整備事業

米のブランド化を促進

米の品質及び生産性向上

北海道

余市川第１地区

余市川第２地区

○老朽化等により、ゲート操作に支障を生じ、日常の
水管理が困難な場合があった。

○地域の農業者が減少している中、老朽化した水利施設の
管理が困難な状況であったが、更新整備により管理が省力
化され、安定的な用水供給が可能となった。

○水管理が省力されたことにより、米の品質及び生産性が
向上。

基幹水利施設の長寿命化事業が地域のブランド米を支える

施設の更新により、日常の点検作業等が軽減され効率的な水管理となる。

○安定した水の供給が可能となり、機械設備の自動化等
により、日常の水管理が安全で効率的な水管理となる。

ブランド米の効果

（H29年～R9年）

基盤整備

ANA PR
ステッカー

○水利施設の整備により、水管理の作業が軽減され、
品質向上に注力することが可能となり、銀山米の生産
は安定している。

○米返礼品の寄付金が増している。

取水施設の管理が軽減され、米作りに専念
することができました。

【生産者の声】

銀山米研究会の皆さん

にきちょう

よいちかわだい

よいちかわだい

（出典：仁木町、 余市川土地改良区）

ぎんざんまい

（出典：仁木町）


